
（別紙３）

～ R8年　5月　25日

（対象者数） 10 （回答者数）
6

～ R8年　5月　25日

（対象者数） 3 （回答者数）
3

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

新規の利用者様が増え、年齢層の幅が増えてきたため、それ
に合わせた活動を考慮する。

2

相談しやすい環境を整える。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

さん・さん笠松が主体となって連携の機会を設ける

2

職員全体に報連相の徹底や、ミーティングだけではなく普段
から管理者への報告を徹底する。保護者様と話ができる機会
をもっと増やしていくことのできるよう配慮する。

3

○事業所名 さん・さん笠松

○保護者評価実施期間 R8年　5月　1日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 R8年　5月　1日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 R8年　5月　26日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

室数や広い空間が確保できるため、身体を動かすことなど
様々な活動に取り組むことができる。
また、クールダウンの空間を確保することができる。

いろいろな経験をすることができるよう、曜日ごとに様々な
活動に取り組むことのできるよう考慮している。

さん・さんグループとして、様々なサービスを取り扱ってい
るため放課後等デイサービス以外の相談をすることができ
る。

卒業後や他サービスの相談に乗ることができる。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

他関係機関等との連携があまりとれていない。 連携をする機会があまり作れいていない

連絡が密に取れていないことがある 機会があまり作れていないことなどがみられる。

事業所における自己評価総括表公表


